
ー
タ
カ
タ
ゼ
ン
ゾ
ウ
デ
ン

商
問
書
掻

方
ヨ
h
v

加
担
明
金
悔
の
破
-Fを
抑
制
胡
と
拐
す
る
一
憲
貫
録
事

こ
と
も
あ
る
Q

治
陥
に
倣
う
た
の
)
に
あ
ら
う
が
、
均
的
Q

九
千
は
無
認
除
と
日
.2n
は
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

カ
ヨ
ウ
ト
ラ
ノ
?
キ
加
隠
虎
之
巷
一
加
。
前

カ
ヨ
ウ
ア
シ
ガ
ル
ユ
イ
シ
ヨ
キ
加
陽
足
軽
由
緒
川
利
家
日
除
綱
紀
に
ポ
る
主
で
の
ぷ
訴
止
付
記
す
る
o

一
記
六
加
υ
比
政
十
四
年
況
月
九
日
削
川
制
紀
が
、
平
川
附
初
中
川
内
策
心
一
じ
、
御
波
訴
の
初
で
あ
る
ω

一
川
却
の
裁
許
に
凶
す
る
足
腕
に
し
て
、
越
前
府
中
以
カ
ヨ
ウ
ネ
ン
ダ
イ
ヨ
ウ
ラ
ン
加
陽
年
代
要
覧

一
線
前
川
氏
に
仕
へ
た
科
、
及
び
隊
長
一
九
年
申
告
の
附
.
一
加
υ
奥
村
栄
町
一
判
。
利
減
年
初
先
に
倣
う
て
、
天
文

に
行
出
し
た
占
有
の
一
山
政
に
つ
き
細
川
川
や
・
命
じ
た
際
、
一
元
年
か
ら
文
化
八
年
ま
で
の
加
れ
滞
に
於
け
る
軍
大

之
に
銭
的
ず
る
符
の
問
絡
円
売
徴
し
て
取
集
め
た
記

m件
党
略
叫
し
‘
滞
伎
座
右
の
側
担
に
供
す
る
が
時

一
銭
で
あ
る
o

…
最
し
た
も
の
。

一
カ
ヨ
ウ
シ
キ
加
陽
史
記
…
加
υ
瓜
約
二
畑
中
か
カ
ヨ
ウ
ネ
ン
プ
加
陽
年
譜
六
加
o
m仰
淵
・
同
定

一
ら
見
文
民
年
に
足
る
宝
刀
の
加
釘
緋
の
氾
明
党
峨
せ
‘
持
ω
川
日
米
見
附
集
の
同
文
そ
符
き
、
柳
か
私
考
を
加

一

た

喝

の

で

あ

る

。

へ

た

も

の

ο
そ
の
第
六
加
は
、
点
字
二
年
か
ら
正
徳

一
カ
ヨ
ウ
ジ
セ
キ
ジ
ツ
ロ
ク
加
陽
事
跡
質
録
…
一
一
年
ま
宮
の
前
加
刀
、
・
制
定
の
子
山
抑
制
仲
輔
の
編
で

一
一
加
。
金
制
作
市
中
の
椛
々
の
政
跡

-m蹴
を
記
し
た
も
あ
る
。

一
一
の
で
あ
る
o
序
践
は
な
い
が
、
亡
父
制
限
九
郎
行
応
力
ヨ
ウ
フ
チ
ユ
ウ
サ
イ
ケ
ン
ズ
フ
加
鴎
府
中
細

一
一
の
析
が
あ
る
か
ら
、
持
品
刊
は
行
忠
の
子
で
あ
ら
う
ο
見
幽
抑
制
…
加
υ
平
保
十
九
年
有
神
武
氏
蒋
ω
金
抑

担
カ
ヨ
ウ
シ
ヨ
シ
ゲ
ン
コ
ウ
ヒ
ツ
キ
加
陽
諸
士
言
械
の
起
加
、
城
下
一
の
沿
去
す
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
一
行
筆
記
制
点
刊
及
び
荷
作
年
代
一
千
件
。
多
く
滞
士
の
カ
ヨ
ウ
フ
ド
キ
加
腸
風
土
記
一

m
m
o
天
文
・
弘

一
一
泊
話
を
録
し
た
も
の
で
あ
る
ο

一
治
か
ら
火
坂
訴
城
後
に
来
る
前
川
氏
一
一
一
代
の
事
総
を

ー
カ
ヨ
ウ
ソ
ナ
へ
サ
ダ
メ
加
陽
備
定
一
加
υ
有
記
し
た
も
の
ο
米
に
?
陀
川
町
延
四
年
雄
二
容
越

開
永
氏
…
称
。
鈍
附
四
年
紛

M
取
し
、
流
年
話
以
附
以
内
、
作
一
甚
線
制
也
o
伏
-F.n
附
年
率
枚
一
令
n悉
改
正
明
術
-

六
年
一
良
之
を
前
川
綱
紀
の
内
覧
に
供
し
た
υ
大
坂
則
市
引
也
υ
州
月
常
一
h

と
あ
る
。

附
に
於
け
る
加
到
滞
共
の
阻
怖
そ
の
他
に
就
い
て
氾
カ
ヨ
ウ
リ
ヨ
ウ
プ
ン
シ
ダ
イ
加
隠
領
分
次
第

し

た

も

の

。

一

特

ω
布
搾
武
氏
拠
ω
加
れ
滞
の
領
土
の
姥
鑓
に
闘

カ
ヨ
ウ
タ
イ
ヘ
イ
キ
加
陽
太
卒
記
二
加
υ
安
し
て
引
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

永
九
年
二
用
八
日
加
悦
務
士
…
品
川
町
内
艇
が
、
金
作
殴
一
カ
ヨ
セ
ハ
チ
マ
ン
シ
ヤ
蚊
寄
八
幡
枇
羽
咋
郡

山
叩
に
於
い
て
中
村
山
品
右
衛
門
そ
殺
持
し
た
m
w
u
そ
小
一
櫛
谷
妙
成
寺
の
境
内
に
在
っ
て
常
寺
の
鋲
守
で
あ

説
化
し
て
記
し
た
も
の
o
序
文
に
よ
れ
ば
、
金
城
忠
一
る
ο
開
山

H
来
上
人
が
寺
中
の
蚊
を
こ
与
の
奔
殿
に

お
偲
と
い
ふ
科
を
見
て
補
修
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
一
封
じ
た
と
い
ふ
の
で
、
蚊
ゆ
前
八
幡
と
抑
制
す
る
。

ひ
、
天
明
元
年
五
周
浪
柏
市
文
泊
料
航
と
持
し
て
あ
る
一
カ
ヨ
ヒ
メ
カ
ケ
語
義
質
併
の
頃
隷
倫
の
弛
緩

が
、
務
人
の
訴
で
あ
ら
う
O

一
し
た
こ
と
を
述
べ
た
文
に
、
『
主
あ
る
者
に
し
て
妾
を

カ
ヨ
ウ
チ
ユ
ウ
コ
ウ
ジ
ツ
ロ
タ
ノ
ユ
メ
加
陽
忠
一
世
き
、
姿
そ
指
定
と
し
て
足
れ
り
と
せ
ず
O

M

人
別
に
掘

カ
ヨ
i
カ
リ

を
献
じ
床
を
同
じ
〈
ず
る
蜂
由
者
あ
O
て
、
各
館
の
一
方
人
之
を
か
ら
す
て
の
ご
さ
と
い
ひ
、
金
需
に
て
は

諸
問
闘
に
周
旋
し
、
俗
に
之
を
泊
妾
と
い
ふ
o
h
と
あ
一
能
脅
.
中
食
と
い
ふ
o
局
管
制
三
州
志
に
」
能
州
諸
橋

る
o
こ
れ
は
移
動
制
の
焔
鰯
と
見
て
い
L
O

↑
遜
よ
り
は
、
神
代
の
泊
物
天
の
ひ
ら
か
と
て
、
活
様

カ
ラ
カ
サ
唐
箆
味
洲
榔
一
止
院
郷
に
幽
す
る
郊
に
て
茶
弔
の
形
の
や
う
な
ろ
も
の
官
A
1
に
制
附
す
o

一

軒

。

之

に

大

小

あ

り

。

し

と

氾

ず

る

υ

一

カ
ラ
カ
ハ
唐
川

qh
同
一
京
都
穴
水
郷
之
内
一
ガ
ラ
デ
が
ら
出
味
洲
抑
宗
米
の
内
の
小
字
。
一

大
屋
庄
に
臨
す
る
部
w
m
o
天
文
元
年
七
周
の
諸
栂
六
一
カ
ラ
ト
イ
シ
唐
戸
石

.h川
川
末
松
の
大
地
八
一

郷
南
北
抑
鍛
注
文
に
、
円
五
十
八
開
〈
軒
〉
か
ら
か
う
』
一
瞬
紳
枇
境
内
に
在
る
o
縦
柿
二
米
俗
、
上
に
孔
そ

-q
…

と
記
さ
れ
る
o
務
政
時
代
か
ら
上
底
川
・
下
関
川
二
一
つ
で
あ
る
o
制
枇
の
附
近
両
方
の
寺
枇
か
ら
禁
制
し
一

村

に

分

か

た

れ

た

。

一

た

も

の

で

、

精

の

杭

礎

で

あ

る

。

一

カ
ラ
ザ
キ
ず
ι
冷
。
腿
島
郷
小
島
の
お
停
で
、
徳
一
ヵ
ラ
ト
ヤ
マ
ノ
ス
マ
フ
唐
戸
山
の
角
力
問
戸
一

向
に
近
、
r
u
T
-
L
V

白
山
は
羽
咋
榔
Mm咋
悶
方
の
砂
仔
.
で
、
そ
の
間
に
あ
る
一

カ
ラ
ザ
キ
シ
ヤ
唐
崎
紅
路
島
郡
小
島
に
銀
座
一
銑
地
の
最
低
郎
党
土
依
お
と
し
、
川
附
の
斜
聞
は
内
一

し
、
制
功
鼻
.
后
を
祭
耐
と
す
る
。
も
と
四
沼
巾
J

巾
日
…
然
の
筏
般
に
利
用
せ
ら
れ
る
。
こ
L

の
年
中
行
取
で
一

に
府
中
山
一
土
祭
の
御
旋
腕
と
し
た
。
一
あ
る
角
力
の
力
古
川
、
上
山
加
引
・
鎚
巾
、
下
山
能
一

カ
ラ
ザ
キ
ノ
マ
ツ
唐
崎
松
金
持
品
獄
中
ハ
附
内
m
匂
一
殺
・
佐
渡
に
分
か
れ
る
。
行
司
が
一
た
び
附
nmそ
別
~

池
の
昨
に
揃
ゑ
ら
れ
て
ゐ
る
。
前
附
持
犠
が
、
近
江
一
く
と
断
じ
て
納
館
そ
併
さ
な
い
た
め
ぺ
Mm咋
の
制
純
一

八
景
の
一
つ
に
激
へ
ら
れ
る
底
的
の
松
の
松
越
か
ら
一
で
符
っ
た
な
し
』
の
蹄
が
あ
る
ο
以
後
に
制
的
し
て
一

民
生
に
し
た
も
の
だ
と
mm
へ
る
。
一
二
香
川
地
勝
し
た
も
の
が
大
剛
と
せ
ら
れ
、
匁
日
米
川
一

カ
ラ
シ
マ
唐
島
路
島
阿
部
盟
掠
の
東
一
切
に
在
つ
一
刻
咋
耐
枇
に
晶
表
拝
し
て

η紋
と
鰐
・
官
公
け
る
O

M

昨
年
一

て
、
府
組
一
粁
六
、
樹
木
前
詩
、
上
に
腿
陪
祉
が
あ
一
九
泊
二
十
五
日
ハ
際
併
の
凶
は
八

M
〉
に
行
は
れ
、
そ
一

る
。
も
と
離
れ
島
で
あ
っ
た
が
、
半
保
の
頃
の
町
立
一
の
前
後
一
一
百
聞
本
念
寺
に
椴
一
旭
川
耐
が
あ
白
、
同
時
に
…

に

よ

っ

て

地

約

き

に

な

っ

た

。

能

慢

名

跡

志

に

、

『

神

一

大

市

が

附

か

れ

る

。

一

に
半
島
と
い
う
て
紳
森
あ
り
。
此
鳥
風
妓
勝
れ
り
o』
一
ガ
ラ
ン
シ
ユ
ウ
賀
蘭
州
加
れ
凶
そ
附
め
か
し
一

と

記

す

る

。

一

て

い

ふ

稿

。

諸

名

家

の

文

集

に

多

く

比

え

る

。

一

カ
ラ
ス
ガ
ハ
烏
川
珠
洲
郡
に
在
る
。
水
源
大
一
カ

P

可
理
↓
オ
ホ
ハ
ジ
カ
リ
大
輪
一
川
昭
u

一

谷
領
山
か
ら
出
で
、
路
線
領
で
お
に
入
る
。
流
棋
四
一
カ
リ
羽
戦
同
以
前
川
地
の
大
き
さ
を
示
す
に
一

粁

詐

。

一

何

煎

苅

又

は

何

苅

と

い

ふ

こ

と

が

あ

る

υ

一
町
そ
千
一

カ
ラ
ス
タ
マ
烏
島
鹿
島
郡
能
書
仰
な
る
俊
一
波
一
苅
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
町
何
川
例
十
何
苅
な
一

の

東

方

線

上

の

島

。

一

ど

と

も

釘

ず

る

。

一

カ
ラ
ス
テ
ノ
ゴ
キ
媛
拾
の
御
器
思
↑
一
部
前
披
一
カ
リ
ガ
ネ
雁
金
越
税
制
一
一
一
州
志
に
、
平
総
四
一

附
近
の
河
川
又
は
按
謹
よ
り
m
M
明
識
の
如
き
土
擦
が
一
年
能
越
の
兵
が
加
担
に
入
。
、
指
江
・
脈
金
・
熱
搾
舟
・
一

あ
ら
は
れ
る
。
径
五
樫
乃
京
七
額
、
厚
さ
二
粁
。
地
一
宮
腹
に
鱗
逃
し
た
と
い
ふ
こ
と
が
あ
り
、
村
銀
育
祭
一

-
-圃・・-.圃・・・--


